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（様式） 

会議議事摘録 

会議名 平成 27 年度第１回学校関係者評価委員会 

開催日時 平成 27 年６月 28 日（日曜日）14：00～16：45（2.75h） 

場所 本校３階 302 教室 

出席者 

（敬称略） 

①委員：岩間みどり(保護者)、佐藤文雄(高等学校関係者)、野間 弘(卒業生)、藤井昌弘

(医療事務関連業界関係者)、保坂正春(記録事業業界関係者)、宮武正秀(福祉関連業界

関係者)（計６名） 

②学校：橋本正樹(校長)、藤野 裕(参与)、宮下明久(事務局長)、前田律子（看護科担当

副校長兼学科長）、石川幹夫(医療秘書科学科長)、黒田潔(医療マネジメント科学科長)、

菊池聖一(診療情報管理専攻科学科長)、中村博臣(くすり・調剤事務科学科長)、岩上

由紀子(介護福祉科学科長)、檀 貴与(鍼灸医療科学科長)（計 10 名） 

③事務局：出野孝行・髙橋 稔(校長室)（計２名） 

（参加者合計 18 名） 

欠席者 なし 

配付資料 ①事前送付： 

□資料１：平成 26 年度第３回学校関係者評価委員会議事録案、□資料２：平成 26 年度

学校関係者評価委員会報告書に示された意見・課題への取組・改善の進め方、□資料３：

平成 26 年度活動の自己評価報告書（点検大項目まとめ）、□資料４：平成 27 年度の重点

目標と達成するための計画・方法 

②本日配付： 

□資料５：平成 27 年度委員名簿、□資料６：平成 26 年度第３回委員会以降の主な経過

報告（別添Ａ：平成 27 年度校務分掌、Ｂ：平成 27 年度学事日程、Ｃ：平成 27 年度オー

プンキャンパス日程、Ｄ：平成 27 年度クラス担任一覧、Ｅ：平成 26 年度退学状況報告、

Ｆ：平成 27 年度前期授業アンケート実施計画、Ｇ：平成 27 年度授業公開の進め方、Ｈ：

平成 26 年度就職内定状況報告、Ｉ：平成 27 年度教員研修計画、Ｊ：第三者評価報告書 

③本日配付印刷物： 

□平成 28 年度入学案内書、□平成 28 年度募集要項、□平成 27 年度学生生活ガイド、 

□平成 27 年度講義要項 

④回覧資料：□平成 26 年度第三者評価修了証 

議題等 １．今年度の委員及び本校出席者紹介（説明者：事務局出野） 

事務局より、資料５に基づき平成 27 年度の委員紹介が行われた。保護者委員として新

たに岩間委員が就任されたことが報告された。 

併せて、本校出席者の紹介が行われた。平成 27 年４月の異動により前田看護科担当副

校長兼学科長、黒田医療マネジメント科学科長、岩上介護福祉科学科長の新任が報告さ

れた。 

 

２．校長挨拶 

橋本校長より、河北医療財団から看護師教育を継承して４月に看護科を開設したこと、
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私立専門学校等評価研究機構による５年ごとの第三者評価の更新を３月末に完了したこ

と、また、実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関である職業大学の創設に向け審

議が中央教育審議会において始まり、早ければ平成 31 年度から一定の教育水準を満たす

専門学校も加わる道筋が可能性として示されたこと、更に、看護科の開設を契機に医療

と福祉の専門学校として学科間の連携を強化して他校との差別化を図り、既存学科の再

編や教育対象の拡大も視野に入れつつ 18 歳人口の急減期に対応する準備をしていくこ

と、そして、教育の質保証の観点から教育の可視化と情報公開を行い、本校の 2-40 プロ

ジェクトにも示した、選ばれる学校、プレステージスクールを目指すこと、そのことか

らも、今年度は職業実践専門課程の新たな申請も視野に入れて本委員会を拡大していく

予定であり、委員の皆様には引き続き本校のサポーターとして貴重なご意見を賜りたい

との挨拶が行われた。 

 

３．前回委員会議事録の確認 

保坂委員長より、前回議事録（資料１）について訂正等がなければ確認し、公開等の

準備を進めたい旨の発言があり、特に異議なく、確認、了承された。 

 

４．経過報告（説明者：事務局出野） 

平成 26 年度第３回委員会以降の主な経過について、資料６に基づき説明が行われ、確

認、了承された。 

なお、委員より以下について質問と意見があり、それぞれ担当より説明が行われた。

詳細は別紙のとおり。 

①看護科と他学科の学事日程等の違いについて 

②今年度発足のプロジェクトについて 

③メンタルヘルスへの対応について 

 

５．平成 26 年度学校関係者評価委員会報告書に示された意見・課題への取組・改善の進

め方について（説明者：事務局髙橋） 

平成 26 年度活動の自己点検・自己評価に併せて確認した内容について、資料２に基づ

き説明が行われ、確認、了承された。 

なお、委員より以下について質問と意見があり、それぞれ担当より説明が行われた。

詳細は別紙のとおり。 

①豊島区オープンスクールについて 

②退学防止について 

③転科の現状について 

④授業公開について 

 

６．平成 26 年度活動の自己評価報告書（点検大項目まとめ）について 

保坂委員長より、資料３について、各評価項目の順に確認するとの説明があり、評価

項目毎に質疑応答が行われた。詳細は別紙のとおり。 

(1) 基準項目別取組状況（説明者：事務局髙橋） 
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今回の報告書は点検基準や報告書の体裁等に変更がないため、前年度の報告書に訂正、

追加等をアンダーラインで追記する形でまとめてあるとの説明の後、基準１～10 の評価

項目毎に追記部分の記述について説明が行われた。 

なお、委員より以下について質問と意見があり、それぞれ担当より説明が行われた。 

①情報システムについて 

②学生の外部表彰の対外的なアピールについて 

③コマシラバスの作成に向けた考え方について 

④保健室の運営と関係者の連携について 

⑤卒業生への相談体制について 

⑥学校内のＷｉ－Ｆｉ設備対応について 

⑦施設・設備のバリアフリー化対応について 

⑧退学率に関する情報提供について 

⑨共通基礎学力テストについて 

(2) 学校関係者評価報告書の整理とまとめ 

保坂委員長より、以上をもって平成 26 年度活動の自己評価報告書の質疑を終了し、本

日の質疑をもとに本委員会の平成 27 年度学校関係者評価報告書のまとめを行うこと、ま

た、報告書案は今回の議事録と共に事前に各委員に送付した上で、次回委員会において

審議、検討することについて説明があり、確認、了承された。 

 

７．平成 27 年度の重点目標と達成するための計画・方法について 

橋本校長より資料４に基づき、今年度の重点目標も昨年度に引き続き、①TPC の育成と

強化、②退学防止：年間退学率 3.5%以下、③教員研修：授業公開の工夫とインストラク

ションスキルの向上としたことについて、それぞれ説明が行われ、確認、了承された。 

なお、委員より以下について質問・意見があり、説明が行われた。詳細は別紙のとお

り。 

 ①退学防止について 

 ②教員研修について 

 ③入学前の課題について 

 

８．次回日程、その他（説明者：事務局出野） 

第２回委員会は 10 月～11 月に開催を予定しており、９月に日程調整を行った上で案内

をすること、次回テーマは以下の通りとの事務連絡が行われた。 

・平成 26 年度委員会報告に示された課題への取り組み進捗報告 

・平成 27 年度重点目標の中間点検報告 

・平成 27 年度の学校関係者評価報告のまとめ 

最後に、保坂委員長より、本日の委員会質疑への謝辞が述べられた後、次回への協力

依頼が行われ、閉会した。 

 

以上 
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別紙 

平成 27 年度第１回学校関係者評価委員会の主な討議内容 

 

４．経過報告について 

○事務局出野より、資料６（別添Ａ～J）に基づき平成 26 年度第３回委員会以降の経過について以下の

報告が行われた。 

(1) 平成 27 年度の組織運営関連 

・主な人事異動 ・平成 27 年度校務分掌（別添Ａ） ・平成 27 年度学事日程（別添Ｂ） 

・平成 27 年オープンキャンパス日程（別添Ｃ） ・平成 27 年度クラス担任一覧（別添Ｄ） 

(2) 自己点検・自己評価関連 

・平成 26 年度活動の自己点検・自己評価実施（資料２、３） 

(3) 学生の状況関連 

①退学の状況 

・平成 27 年３月末での退学者は 33 名、退学率は 4.5%（平成 25 年度は 3.4%）（別添Ｅ） 

②就職内定の状況 

・平成 27 年３月末時点での内定者数は 271 名、内定率は 98.9%（平成 25 年度は内定者数 244 名、内

定率 98.4%）（別添Ｈ） 

(4) 平成 27 年度前期授業アンケート実施計画（別添Ｆ） 

・実施学科：看護科を除く学科 

・実施科目：前期開講の全科目 

・実施時期：平成27年６月22日(月)～６月26日(金)※介護福祉科１年生は６月29日(月)～７月３日(金) 

・調査項目：平成 26 年度改訂アンケート用紙参照 

(5) 平成 27 年度授業公開実施計画（別添Ｇ） 

・今年度の重点目標（資料４）に基づく教員のインストラクションスキル研修として学科単位で実施 

・実施期間は６月以降、試験期間を除く前期、後期の授業期間中の各学科が指定する１週間 

・他学科教員、事務職員は公開者に事前に申し出て参観、参観レポートは公開者と学科長に提出 

(6) 平成 27 年度教員研修実施計画（別添Ｉ） 

・専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するために実施する研修 

・授業及び学生に対する指導力等を修得・向上するために実施する研修 

(7) 看護科開設 

・平成 27 年４月新設(定員 35 名)、新入生：35 名(男子７名、女子 28 名)、在学生：２年生 38 名(男 

子６名、女子 32 名)、３年生 35 名(男子４名、女子 31 名) 

・４／８ オリエンテーション ４／９ 入学式 ５／16 載帽式 

(8) 第三者評価関連 

・４／２ 私立専門学校等評価研究機構より、第三者評価修了通知及び修了証と第三者評価報告書を

受領、これにより平成 26 年度第三者評価を更新、有効期間は平成 30 年３月末まで（別添Ｊ） 
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○委員からの質問と回答は次のとおり。 

(1) 看護科と他学科の学事日程等の違いについて 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□新設された看護科は、学事日程をはじめ様々

なものが今は他学科とは別に動いているようだ

が、将来的にはどのようになるのか。 

 

□運営にかかわる規定、細則等はできるだけ整合

を図っているが、これまでの学校運営の流れもあ

り、本校の従来の流れとの相違点は１年間かけて

埋めていく予定。ただ、看護科の場合、特に実習

が多いことから、医療事務系学科とは年間の授業

計画と授業運営等も異なってくると思う。厚労省

系の介護福祉科と鍼灸医療科とは年間スケジュ

ールをできるだけ揃え、医療事務系学科と二本立

てという形で来年度以降統合していく形を考え

ている。 

□看護科はオープンキャンパス、入試日程、入試

形態も異なっている。入試は筆記試験と面接試験

を中心に、社会人をはじめ推薦も公募制も入れな

がら行っており、できるだけ質のよい学生を確保

するために倍率を上げることを考えている。昨年

度は 3.5 倍でこれを継続していきたい。教育課程

では、厚労省の指定規則に沿って 30 時間１単位、

実習は 45 時間１単位、３年間で 97 単位、3,015

時間と過密になっているが、できるだけ、他学科

の学生と交流しながら、それぞれの医療部門で活

躍していく学生たちと情報交換する中で学習が

進められれば良いと思っている。これからの年間

計画の中でできるだけ交流を図って、全体で学ん

でいきたいと思っている。 

(2) 今年度発足のプロジェクトについて 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□４月から始まった学科再編検討プロジェクト

は、行政や業界の動向をにらんで学科の改廃の

検討があるとは思うが、その中で医事系教育高

度化検討会は医療福祉に特化したのではなく

様々な可能性を探るものと考えてよいか。 

□医療事務系学科が職業実践専門課程に認定さ

れており、教育課程編成委員会の提案から医療事

務の仕事の高度化に適応するような教育内容に

変えるための検討会を設置した。もう一つは学科

再編であり、平成 30 年度以降、18 歳人口が減る

中で、教育対象の拡大を考えている。また、定員

充足が医療事務系学科と看護科だけであり、それ

以外の学科の将来性をどうするかを、中期計画的

な視野で今年度中に方向性について結論を出す

予定である。 

(3) メンタルヘルスへの対応について 



早稲田速記医療福祉専門学校 

6 
 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□教員の研修計画の中で、学生対応のためのメ

ンタルヘルスの理解とあるが、一般的には職員、

社員向けのメンタルヘルスケアが義務化の方向

に動いているが、本校ではどうなのか。また、

退学理由にメンタル的なことで退学に至ってし

まった学生がいないのか、そうしたケースが出

たときに具体的にどのような対応を考えている

のか。 

 

□職員については、法人本部に衛生委員会があ

り、学内の教職員も構成委員になっている。産業

医も参加して、教職員の勤務状況などに関しての

チェックは毎月行っている。 

□退学については、精神的な原因は多くはない。

学生相談コーナーでの相談事例はあるが、比率と

しては高くはないと思っている。昨年度の退学の

目標数値はオーバーしたが、防ぎきれない退学や

除籍者も含む数字であり、できるところではある

程度防げてはいる。ただ、今回、保健室の担当者

不在という中で学内の連携について改めて見直

す予定であり、担任と兼任講師の先生方との連携

で兆候を早く見つけ、できるだけ早く対応するこ

とを推進していきたいと思っている。 

 

５．平成 26 年度学校関係者評価委員会報告書に示された意見・課題への取組・改善の進め方について 

○保坂委員長より、資料２は事前配付しており、また資料中の※１の部分は、前回委員会において報告  

を受けているので、※２の「現状（５月末時点）」と「今後の進め方」について質疑応答を行い、次

回委員会で中間点検報告が行われるとの説明があった。 

○委員からの質問と回答は次のとおり。 

(1) 豊島区オープンスクールについて 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□豊島区のオープンスクールについて、参加者

が少ないが、他校の状況はどうなのか。 

 

 

 

 

 

 

□止めるという選択はないのか。 

 

□豊島区の専修学校各種学校協会総会で前年度

の報告があったが、どの学校も参加者数を減らし

ている。今年度の開講状況も前年度に比べると低

調である。区報やパンフレットを区の出先機関に

置いて告知してはいるが手にとってもらえる機

会が減っている。区とのタイアップについての対

策案を協会から提案していこうという状況であ

る。 

□コスト面では、全て内部の先生方で実施する内

容なので、準備の負担だけである。地域貢献の意

味合いが大きいため、工夫をして少しでも多く参

加してもらえるように見直しをして今年度も３

講座を開講予定でいる。 

(2) 退学防止について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□退学防止は重点目標に掲げて、教職員の皆さ

んが大変努力されている。26 年度に若干増えた

□入学生の目的意識が低いケースは見受けられ

る。本校ではオープンキャンパスに複数回参加す
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理由として、資料では不適応や進路変更の割合

が大きいが、これは入学生の目的意識の低さな

どが大きな原因となっているのか。 

ることを通して、学校をよく知った上で入学して

もらうことを勧めている。ただ本人ではなくて高

校の先生や親に勧められて入学したが、自分には

向かない、ほかの分野のことを改めてやりたいと

いう学生は一定数いる。そのため、なるべく早い

時期にまず成功体験を持たせる意味で、医療事務

系学科では３級レベルの検定試験を６月に受け、

合格して自信を得てモチベーションを高めても

らう方法をとっており、それが成功している部分

はあるが、逆に検定試験に合格したから辞めると

いうケースもある。入学前の対応がとても大切で

オープンキャンパスも１回目と２回目それぞれ

異なった内容で行い、モチベーションを高め、よ

り学校を知ってもらうような仕掛けを考えてい

く必要がある。そのためにもオープンキャンパス

参加が何回目といったことが分かるような学事

システムでのデータの一元管理や、入口から出口

までの仕組みの中で個別対応をすることで、教育

の精度を高める工夫を学校全体として考えてい

きたいと思っている。 

(3) 転科の現状について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□看護学科以外の学科の転科の現状を知りた

い。 

□本校は５月１日に在籍確定をしており、連休に

入るまでは転科が可能。入学して自分には向かな

いと相談があった場合には、他学科に移ることを

勧めていて例年数名の実績がある。今年はくす

り・調剤事務科から医療秘書科へ１名転科した。

(4) 授業公開について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□授業公開の定着度、実施率を知りたい。また

授業公開をした効果、参観して自分の授業に参

考にできたという意見は多いのか。 

 

 

 

 

 

□今年度は期間も長く、より参加しやすい形に

しているということで、効果を今後期待したい。

兼任の先生も参加するような道はあるのか。

□昨年度までは、常勤教員が自分の授業を一つ公

開することで実施した。学科の中でお互いが参観

でき、学科外の方も興味があれば申し込みをして

参観する形で実施した。昨年度の実施報告書を委

員会に報告しているが、参観者は自分の授業に参

考になった点をレポートしている。公開者も感

想、意見をいただいて参考になったというレポー

トが多い。 

□今年度は１週間と期間を決めてその期間の授

業を公開、参観する形態とした。時間割等の関係

で参加できない現状が改善できなかったが、今ま
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でよりは参加しやすい環境になるので、参観者数

も増えると思う。 

現在は常勤教員の研修で実施している。仮に兼

任の先生の授業参観となると、それは学科長が学

科管理の観点でお願いするなど、この仕組みとは

別検討になると思う。一緒にできるか即答はでき

ない。 

 

６．平成 26 年度活動の自己評価報告書（点検大項目まとめ）について 

○保坂委員長より、学校関係者評価の一番の仕事は、学校が自己点検・自己評価したものを、委員の皆

さんそれぞれの立場で、違う角度から評価をいただくものであり、平成 26 年度活動の自己評価報告

書（資料３）について、項目毎に委員の皆さんからのご意見をいただきたいとの説明があった。 

○事務局髙橋より、資料３に基づき平成 26 年度活動の自己評価報告書（点検大項目まとめ）について

以下の説明、及び項目毎に追記、訂正した部分の要点説明が行われた。 

・点検基準、記入様式は昨年度と同じであり、改正、訂正、追加があったところを追記する形で報告書

をまとめ、追記、訂正した部分にはアンダーラインを引いてある。 

・自己点検・自己評価そのものは、点検中・小項目は全部で 280 項目ぐらいあり、それぞれ担当する部

署、学科、委員会がそれぞれに担当部分の自己点検・自己評価を行っている。それを整理した 250 ペ

ージ程の資料（平成 26 年度活動の自己点検・自己評価報告書：点検中・小項目）を基に点検大項目

部分をまとめたものが資料３であり、この資料を学外公表している。 

○委員からの質問・意見と回答は次のとおり。 

(1) 基準２：情報システムについて 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□平成26年度に新システムの導入に向け検討を

始めて、平成 27 年度中に入れ替えるということ

か。 

□全部署一斉に入れ替えができるかどうか、学生

情報を載せることが同時期にできるかどうか、予

算面を含めて検討を進めているが、教務関係と学

生募集関係については、今年度中に入れ替わる予

定である。 

□情報システム化に取り組むと心配になるのが

個人情報の漏えいだが、防止のためにシステム

作りの中で具体的にどのような取り組みがある

のか。 

□成績情報も全て一元化することを目標として

いるので、閲覧権限と入力権限をコントロールす

る。もう１つは教職員研修の強化。情報漏えいが

起こらないように個人情報の取り扱いについて

の研修を同時期に進めることとしている。 

(2) 基準３：学生の外部表彰の対外的なアピールについて 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□くすり・調剤事務科の学生が優秀賞、医療マ

ネジメント科と診療情報管理専攻科の学生が日

野原重明賞を受賞とあるが、これらを入学案内

ツールやホームページ上で対外的にアピールし

ているか。 

□毎年３月、日本チェーンドラッグストア協会の

ドラッグストアショーというイベントが幕張メ

ッセで開催されており、それに合わせて、登録販

売者、薬剤師、学生に対してセルフメディケーシ

ョンアワードを募集している。くすり・調剤事務
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科では昨年度から１年生が授業の一環として応

募している。昨年今年と１名が受賞したが、応募

者の多い学校では５名の受賞というケースもあ

る。学生の目標意識が高まるので、今後も続ける

予定である。 

□日本医療秘書学会で医療マネジメント科の学

生が２年次に発表している。日野原賞受賞は今回

で２回目になる。今回は２グループが発表を行っ

たが、内容が相互補完的なものだったので、両グ

ループがいただいたと思っている。年よっては専

攻科生が発表したときもある。 

□結果を宣伝材料として活用しているか。日野

原賞はどこの学校でも受賞できるわけでもない

ので、他校との差別化という面で出したほうが

良いのではないか。 

□日野原賞については、ホームページのブログで

学生が発表して賞をいただいたことは出してい

るが、もっと積極的に活用したい。これからオー

プンキャンパスの案内ＤＭで出していければと

思う。 

□日本医療秘書学会はスタートして 11～12 年に

なる。以前は医療秘書教育全国協議会所属の専門

学校や短大の学生が発表するという傾向だった

が、現在は病院勤務の実務家の方々も参加するよ

うになり、研究発表も学生と実務家と半々ぐらい

になっている。その中で学生が受賞することはか

なりアピールになるのではないかと思う。逆に、

実務家が受賞するとすぐ病院のホームページに

「日野原賞受賞」と出ている。もう少し積極的に

出しても良いと思う。 

(3) 基準３：コマシラバス作成に向けた考え方について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□学生はシラバスを新年度始めに見るが、授業

が始まるとほとんどの学生が頭に残ってないと

思う。コマシラバス作ったとして学生のために

なるのか、また将来的に作る方向にならざるを

得ないのかを教えてもらいたい。 

□現在は点検項目の基準の中にコマシラバス作

成の有無がチェック項目にある。ただ、どう取り

組むかは各学校によって異なり、授業公開の中で

何か上手くできないかを考えている段階である。

□専門学校は分野によって考え方が異なり、工業

系では授業を定型化して、どの先生でも大体同じ

内容とし、目標レベルも分かっている授業につい

ては積極的にコマシラバス作るという方向であ

る。本校は教科によっては、必ずしもコマシラバ

スを作ることが教育の中身を良くすることにつ

ながらないこともあるので、科目の特性に応じて

と考えている。 
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□コマシラバスは、都立高校は 10 年くらい前か

ら週案の提出が義務付けられている。ただし教

職員には非常に不評で、実際に管理職として見

ていてもその効果には疑問があった。授業内容

の把握という点は良いが、授業改善に役立つよ

うに作らないと、形骸化して教員にとっても学

生にとってもメリットがないことになってしま

う気がする。どうしても作らなければならない

のであれば、そのあたりをよく工夫することが

必要と思う。 

□ご意見として承った。 

 

(4) 基準５：保健室の運営と関係者の連携について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□今年は保健室に看護師が不在と聞いたが、心

配はないのか。 

□具合が悪い学生は学務課の窓口に来てもらう

形になっている。心配な状況のときには学務課の

職員が一緒についているが、そうでない場合は間

をおいて見に行くというような形で対応してい

る。 

ただし、心配はしている。運営面での心配、学

務課及び事務局の業務面での実態について実証

データを積み上げて、不在への問題提起ができる

ように準備はしている。 

□保健室は身体的なことだけでなく、メンタル

的なことでも利用があると思う。登校しても教

室に入れなくて、保健室で休んで落ち着いてか

ら授業に出たという学生が卒業後に、保健室の

先生に話を聞いてもらって心が軽くなった、卒

業できたのも先生のお陰という例もあると聞い

ている。退避先として重要な場所だと思うので、

常勤の方にいていただくのが良いと思う。 

□そういった効果がなかなか目に見えない部分

で、一つのセーフティネットであると思ってい

る。そこが欠けてしまった状態なので、そのこと

で退学に結びつく可能性もあることから、今年度

の状況を検証して、次年度にまた人を配置できる

よう、実証データを積み上げていきたいと思って

いる。 

□平成26年度の報告書には保健室の活動が書い

てあるので、不在になってからの状況について

は、平成 27 年度の報告書においてきちんと自己

点検をして欲しい。 

□ご意見として承った。 

 

(5) 基準５：卒業生への相談体制について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□卒業させたら終わりということではなく、重

要な部分だと思うので、ぜひ前向きに取組んで

ほしい。 

 

□卒業生に向けた相談体制が十分に整っていな

い現状があるが、それが今後は本校の売りの部分

になると思う。卒業生が相談に来て、就職活動を

フォローしてもらえるような体制ができている

ところに安心して学生も入学して来ると思うの
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で、整えて行きたいと思っている。 

□くすり・調剤事務科は２年おきに同窓会を開催

しているが、なかなか参加してくれないのが現状

で、終了後は欠席者に同総会の様子や次回の案内

などを書いたはがきを出してフォローをしてい

る。卒業生のいる店舗に手土産を持って訪問した

りもして、卒業生支援の目的を持って行ってい

る。 

(6) 基準６：学校内のＷｉ－Ｆｉ設備対応について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□授業で見せたい映像や、動画などがある場合、

Ｗｉ－Ｆｉが入っていると映写することができ

るが、学校内のＷｉ－Ｆｉの設備は、検討して

いるのか。 

□検討をお願いしたい。 

□現在のところは検討していない。 

□ご意見として承った。 

 

(7) 基準６：施設・設備のバリアフリー化対応について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□バリアフリー化は、小・中学校が対象の文部

科学省「学校施設バリアフリー化推進指針」を

本校に当てはめてみると、車いす対応のトイレ

が地下にあり、裏側はスロープになっているの

で、一応必要最小限のバリアフリー化はされて

いると思う。 

できなかったを毎年記述していると本当に考

えているのかと思われるので、必要に応じてや

れる範囲のバリアフリー化を目標に掲げるほう

が良いのではないかと思う。 

□バリアフリー化への取り組みが基準のチェッ

ク項目にあるので、点検項目から外すことはでき

ないが、点検大項目の中に記述するかどうかは、

ご指摘の通りと思う。 

 

(8) 基準７：退学率に関する情報提供について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□高校側の専門学校に対する要望の１番目は就

職関係で、２番目が退学率の公開と言われてい

るが、もし本校が他校に比べて退学率が低いと

いうことであれば、アピールできるのではない

かと思うが、４％前後というのはどうなのか。

 

 

 

□本校の退学率は、昨年度 4.5％という結果で、

どちらかといえば低い方だと判断している。専門

学校全体では８％位が平均と思うが、先般の第三

者評価の訪問調査では委員の方から非常に良い

数字という評価をいただいている。職業実践専門

課程においては各校の情報公開の中で退学率を

明示しているが、他校と比べて自慢できるかどう

かは何とも言えない。 

□高校側から見ると、これまでは十分に情報公

開されていないために専門学校の実態が把握で

きにくいという状況があった。就職率は勿論、

□募集に関しては、毎年代理店別に資料請求数と

そこからの出願数を確認して、予算配分を変える

ことを毎年行って、努力している。 
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退学者数についても関心は非常に高い。専門学

校の学生募集では一般的に仲介業者が入ってい

ることもあって、予算に占める学生募集活動の

費用が高校に比べると高いと思うが、報告には

媒体効果の判断基準となるデータを作成すると

あるので、それを実施して、浮いた分を実際の

教育活動の充実に充てていただきたいと思う。

 

 

 

 

 

 

 

□退学率の低さについては、さらに分析して PR

ができるならば、していただければ良いと思う。

□退学率はネガティブ情報なので、一度出してし

まうと、上がったときにどう対処するかが難しい

問題となるので積極的には開示しづらい。、職業

実践専門課程の認定学科については、公表が義務

付けられており、実際にホームページに掲載して

いるので、そういったところで比較、検討はされ

ていく。 

(9) 基準７：共通基礎学力テストについて 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□共通基礎学力テストを毎年実施しているが、

このデータをどう生かしていくのか、資格取得

率に関連付けるような、そういう活用をしてい

くのか。 

□参考資料としてではあるが、学科において検定

指導との関連付けで活用している。医療秘書科や

医療マネジメント科では検定指導に結び付けて

見ている。 

□結果をクラス分けなどに反映するようなこと

はあるのか。 

 

□入学後に実施しているので、そういうことはな

い。 

□看護科は、社会人経験のある学生と高校からの

現役生が半々で、今回初めてこの共通基礎学力テ

ストを実施したが、点数で見ると見事に社会人が

上で現役生が下になった。現在、１年生から国家

試験に向けての学力指導を行っており、毎時間の

振り返りノートを出させて学習指導に役立てて

いるが、現役生に集中的に時間をあてて、毎回ノ

ートを出してもらって確認することをしている。

どこにターゲットを当てて指導したら良いかと

いうところで、基礎学力テストを参考にしなが

ら、学習と指導方法を考えたいと思っている。 

 

７．平成 27 年度の重点目標と達成するための計画・方法について 

○橋本校長より以下の説明が行われた。 

・事業計画では、平成 30 年度以降の学生急減期、18 歳人口急減期に向けて、学校を再編していくとい

うテーマがあり、また、緊急を要するところでは医療事務系の教育内容の高度化に向けた検討をプロ

ジェクトで進めているが、教育活動に関しては、昨年度掲げた３つの重点目標を継続する。 

・最初にＴＰＣの育成と強化。考える力、積極性、対話力の３要素をさまざまな面で強化していくが、
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今年度は、ここ数年の具体的な取り組みや指導事例の可視化を特に推進していこうと思っている。校

長室を中心に、各学科の学科運営計画にある具体例を取りまとめて、共有の財産として参考にするこ

とを推進する。 

・また、昨年はＴＰＣの中で特に対話力を捉えて教育研究誌にも書いたが、今年は考える力を自分自身

のテーマにして、教職員に提案していきたいと思っている。 

・退学防止については、昨年度目標を達成できなかったことから 3.5％を改めて目標とする。 

・本校は、看護科以外の学科は実質的に入試での選考をしていない中で、ボタンの掛け違いで入学した

学生も、２年間学習を継続させ、就職までもっていくことができているケースは多いと思う。それは

全体の協力体制が機能していたからと判断できるが、今年度はセーフティネットの一つである保健室

の常駐者がいないこともあって、一層の連携を図らなければならない。実際に看護師の対応で退学を

防げたケースもあるので、そういった実情について情報を整理して、次年度以降また常駐者を置ける

ように考えていきたいと思っている。そういった意味で厳しいところはあるが、引き続き 3.5％とい

う目標を継続する。 

・教員研修については、授業公開において昨年より参加しやすい仕組みで、早い時期での運営になって

いる。既に、幾つかの学科で来月公開を実施することになっており、さらに前進をさせていくことを

考えている。 

・今、新しい学校種の問題では専門学校が二分化され、第三者評価などに耐え得る学校が新しい学校種

につながっていくと思われるが、本校は基本的にはその線を求めていくということで、引き続きこの

３点について、教育の質の向上と精度を高めていきたいと思っている。 

○委員からの質問・意見と回答は次のとおり。 

(1)退学防止について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□退学防止では、入学後のことが中心になって

いるが、入学前の対策も掲げてはどうか。 

□オープンキャンパスの複数回来校を上手に使

って、入学後にボタンのかけ違いのないような案

内や方法論を考えていく必要があると思う。入学

時に誤解があるとそれが最終的に退学につなが

ってしまうこともあり、それを極力少なくする意

味でこれからの課題として考えていかなければ

ならないと思う。 

□これは参考だが、ある大学は離脱者ゼロ計画

を打ち出して動いている。ほかの専門学校も、

中退者ゼロを目指すところもあるが、どの位の

目標値を最高と考えているのか。 

 

□仮にゼロを目標に掲げると、何が何でもやめる

な、やめさせるなということになるが、先ほど説

明したように、選考なしで様々な学生が様々なケ

ースで入学している現状では、現実的ではない。

高い目標値は３％と考えている。実際にはやむ

を得ないと判断するものだけで３％近くになる

ので、現実的に目標とする数字としては、防げる

退学を極力防ぐということで、3.5％を目標にし

ている。 

(2)教員研修について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 
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□平成 27 年度の計画では、主催団体が用意して

いるプログラムに担当者や希望者が参加すると

いう形が多いが、できれば、教員自らが独自の

アンテナやオリジナルのつながりなどから、役

立ちそうな研修を積極的に申し出て、それを認

めるような仕組みや、それを奨励することで意

識を高めるのも良いのではないかと思う。 

それと、特に教授法、教え方、パフォーマン

スに関するものはどの学科の先生であれ、共通

部分があると思うが、専門領域にかかわらない

部分で全教職員が参加する外部講師を招いた研

修なども計画に入れたら良いのではないかと思

う。 

 

□研修については、授業コマ数が多いことから外

部研修には授業期間中はなかなか行けないとい

う専門学校としての難しさがある。自己啓発費を

使って個人的に参加したり、また、夏休み中に共

通のテーマで学内研修会を開いたり、東京都専修

学校各種学校協会が主催する教え方やカウンセ

リングをテーマとする夏季研修に参加したり、そ

の他、私学財団の研修などの案内も積極的に行っ

ているが、やはり時間がないということで大学な

どとは違う難しさがある。 

ただ、教員や教育の質を高めるためには専門的

な研修は当然必要であり、それが職業実践専門課

程の要件の一つにもなっているので、それについ

ては、できる限り奨励して進めていきたいと思っ

ている。 

 (3)入学前について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□私も娘と同じ医療秘書科に在学したが、カリ

キュラムでは新たに勉強するものが増えている

と感じている。保護者として専門学校に期待す

るのは就職であり、また取得した資格が将来す

ぐに役に立つところだと思っている。大学との

違いは、やはり社会の中で実践的に使える部分

が強みになってくると思っているので、その点

を今後も引き続きしっかり指導してほしいと思

う。 

それから、入学前に課題などを出していただ

くと良いのではないかと思う。本校をはじめ専

門学校は早めに入学が決まることが多い。入学

までの間に自分で課題を見つけられれば良い

が、そういうところが中々難しいので、それを

少し引き締める部分で課題のようなものがある

と、少しモチベーションを高めた上で入学でき

るのではないかと感じた。 

□本校ではＡＯ入試で入学が早く決まる志願者

に対しては課題を出しているが、それ以外につい

ては実施していないので、やはりそういうものが

あった方が良いのは確かだと思う。その中で、気

持ちを高めてもらうことは、退学防止の観点から

見ても、オープンキャンパスだけでなく、そうい

った事前指導は必要と感じた。 

 委員が在学された頃と現在では、本校もだいぶ

変わっており、クラスの人数も随分違うと思う

が、就職に対する取り組みなどは、むしろ以前よ

り今の学生の方が熱心なところもある。また、今

は大学が専門学校の教育に近づいているような

ところもある。就職は専門学校の本来のテーマで

あることから、それに向けて、率だけではなく、

良い中身の就職、２－40 につながるものを高め

るための色々な工夫をしていきたいと思ってい

る。 

 

○最後に、保坂委員長より、社会人教育とともに、専門教育、実務教育も緩むことなく進めて欲しい旨

のまとめ及び本日の委員会質疑への謝辞が述べられた後、次回委員会への協力依頼が行われた。 

以上 


